
共
に
ま
か
せ
て
苦
闘
す
る
二
十
六
日
間
の
漂
流
が
始
ま
る
の
で

あ
っ
た
。
私
は
「
名
取
」
と
共
に
海
の
藻
■
と
な
る
こ
と
な
く

九
死
に
一
生
を
得
、
何
と
か
生
き
て
帰
っ
て
こ
れ
た
の
は
太
平

洋
戦
争
の
奇
跡
の
一
つ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。

海
上
特
攻
艦
隊
戦
艦
「
大
和
」
と
共
に
　 

岐
阜
県
　
牧
野
義
美
　 

私
は
岐
阜
県
恵
那
郡
付
知
町
で
、
父
末
吉
の
三
男
と
し
て
、

大
正
十
二
年
九
月
五
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
地
元
の
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
十
八
年
四
月
、
海
軍
を
志
願
し
て
、

広
島
の
大
竹
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
以
来
、
日
本
海
軍
独

自
の
「
月
月
火
水
木
金
金
」
の
猛
訓
練
に
よ
く
耐
え
、
逞
し
い

海
軍
の
精
鋭
た
る
べ
く
成
長
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
私
が
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
は
、
祖

国
の
盾
と
い
わ
れ
た
沖
縄
決
戦
、
海
上
特
攻
艦
隊
の
旗
艦
「
大

和
」
に
乗
り
、
出
撃
し
て
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
あ
り
し
日
の
日
本
帝
国
海
軍
の
栄
光
の
中
で
燃
焼
し
尽
く

し
た
青
春
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

海
兵
団
で
三
ヵ
月
間
の
新
兵
教
育
を
受
け
、
十
二
・
七
セ
ン

チ
砲
員
（
副
砲
）
と
し
て
戦
艦
「
伊
勢
」
に
乗
り
組
み
、
十
八

年
七
月
、
南
洋
群
島
の
ト
ラ
ッ
ク
島
に
出
動
。
十
二
月
、
呉
軍

港
に
帰
港
し
「
伊
勢
」
を
退
艦
し
て
呉
海
兵
団
に
仮
入
団
し
ま

し
た
。

十
九
年
二
月
、
戦
艦
「
大
和
」
に
乗
り
組
み
、
二
十
五
ミ
リ

機
銃
員
と
し
て
配
置
に
つ
い
た
の
で
す
。
戦
艦
「
大
和
」
は
ご

承
知
の
と
お
り
、
世
界
に
群
を
抜
く
超
弩
級
戦
艦
で
あ
り
、
長

く
日
本
民
族
の
誇
り
と
す
る
に
足
る
戦
艦
で
し
た
。
そ
し
て
私

は
サ
イ
パ
ン
沖
作
戦
や
、
捷
一
号
作
戦
と
い
わ
れ
る
比
島
沖
海

戦
に
も
出
動
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
比
島
海
戦
は
完
敗
に
終
わ
り
、
そ
の

後
の
日
米
決
戦
に
最
後
の
断
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
が
、
菊
水
一
号
作
戦
と
い
わ
れ
る
沖
縄
へ

の
「
海
上
特
攻
隊
」
と
し
て
の
出
撃
で
あ
り
ま
す
。

二
十
年
四
月
一
日
、
米
軍
の
四
個
師
団
が
沖
縄
本
島
の
嘉
手

納
海
岸
（
中
飛
行
場
北
西
）
等
に
上
陸
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に



北
及
び
中
の
両
飛
行
場
は
敵
に
占
領
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

沖
縄
の
陸
軍
第
三
十
二
軍
の
牛
島
軍
司
令
官
は
、

四
月
七
日
を
期
し
て
の
総
攻
撃
を
計
画
し
た
の
で
、
こ
れ
に
呼

応
し
連
合
艦
隊
も
総
攻
撃
を
実
施
す
る
た
め
戦
艦
「
大
和
」
以

下
十
隻
（
第
二
水
雷
戦
隊
―
軽
巡
洋
艦
「
矢
矧
」

、
駆
逐
艦「
冬

月
・
涼
月
・
朝
霜
・
初
霜
・
霞
・
磯
風
・
雪
風
・
浜
風
」

）
を

も
っ
て
菊
水
作
戦
の
海
上
特
攻
艦
隊
を
編
成
し
た
の
で
す
。

当
時
、「
大
和
」
は
捷
号
作
戦
で
生
き
残
り
、
瀬
戸
内
海
の

西
部
に
停
泊
し
て
い
ま
し
た
が
、
燃
料
が
極
端
に
欠
乏
し
、
行

動
の
自
由
も
、
訓
練
の
自
由
も
束
縛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

も
飛
行
機
の
援
護
が
な
い
水
上
艦
艇
は
、
現
実
と
し
て
無
力
に

等
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
大
和
」
は
世
界
第
一
の
大
戦
艦
、
空
前
絶
後
の
巨
砲
、
そ

れ
に
乗
り
組
ん
で
い
る
将
兵
の
敢
闘
精
神
だ
け
が
「
大
和
」
に

残
さ
れ
た
誇
り
で
あ
り
ま
し
た
。

四
月
六
日
、
伊
藤
整
一
海
軍
中
将
の
指
揮
す
る
海
上
特
攻
隊

は
瀬
戸
内
海
の
徳
山
沖
を
出
港
し
、
沖
縄
に
向
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
十
五
時
二
十
分
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
十
八
時
、
豊

後
水
道
の
西
水
道
に
入
っ
た
こ
ろ
、「
大
和
」
の
前
甲
板
に
は
、

最
後
の
総
員
集
合
が
か
け
ら
れ
、
能
村
艦
長
か
ら
総
員
に
連
合

艦
隊
司
令
長
官
の
訓
示
が
次
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
た
。

「
帝
国
海
軍
部
隊
ハ
陸
軍
ト
協
力
、
空
海
陸
ノ
全
力
ヲ
挙
ゲ

テ
沖
縄
周
辺
ノ
敵
艦
船
ニ
対
ス
ル
総
攻
撃
ヲ
決
行
セ
ン
ト
ス
。

皇
国
ノ
興
廃
ハ
正
ニ
此
ノ
一
挙
ニ
ア
リ
茲
ニ
特
ニ
海
上
特
攻
隊

ヲ
編
成
シ
壮
烈
無
比
ノ
突
入
作
戦
ヲ
命
ジ
タ
ル
ハ
、
帝
国
海
軍

力
ヲ
此
ノ
一
戦
ニ
結
集
シ
光
輝
ア
ル
帝
国
海
軍
海
上
部
隊
ノ
伝

統
ヲ
発
揚
ス
ル
ト
共
ニ
其
ノ
栄
光
ヲ
後
世
ニ
伝
ヘ
ン
ト
ス
ル
ニ

外
ナ
ラ
ズ
、
各
隊
其
ノ
特
攻
隊
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
問
ハ
ズ
■
々
殊

死
奮
戦
敵
艦
隊
ヲ
随
処
ニ
殲
滅
シ
以
テ
皇
国
無
窮
ノ
礎
ヲ
確
立

ス
ベ
シ
」

「
大
和
」
部
隊
は
こ
の
長
官
訓
示
の
と
お
り
、「
帝
国
海
軍

ノ
伝
統
ト
栄
光
」
の
た
め
、
大
軍
艦
旗
を
か
か
げ
て
、
あ
え
て

死
地
に
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
十
八
時
三
十
分

に
は
、
す
で
に
敵
潜
水
艦
に
発
見
さ
れ
た
形
跡
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
知
ら
ず
に
、
私
た
ち
の
乗
っ
た
「
大
和
」
艦
隊
は
何

ご
と
も
な
く
、
夜
の
う
ち
に
九
州
の
南
端
佐
多
岬
を
過
ぎ
、
七

日
の
朝
は
西
南
端
の
坊
ノ
岬
を
ま
わ
っ
た
頃
で
し
た
。
六
時
三



十
分
か
ら
十
時
ま
で
は
、
味
方
の
戦
闘
機
は
五
機
な
い
し
十
機

い
た
が
、
十
時
、
味
方
の
戦
闘
機
が
去
る
と
、
友
軍
機
と
入
れ

か
わ
っ
た
よ
う
に
敵
機
が
飛
ん
で
き
た
。

す
る
と
、
突
然
、
朝
方
か
ら
機
関
故
障
で
落
後
し
始
め
て
い

た
駆
逐
艦
「
朝
霧
」
が
、「
ワ
レ
敵
機
ト
交
戦
中
、
敵
機
三
十

機
を
探
知
ス
」
と
報
じ
て
、
消
息
を
絶
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
午
前
十
時
頃
よ
り
三
回
に
分
け
て
米
軍
の
雷
撃
機
と
艦

載
機
が
、
一
回
に
百
数
十
機
、「
大
和
」
部
隊
に
襲
い
か
か
り

ま
し
た
。
私
は
、
後
部
主
砲
の
左
舷
三
連
双
の
露
天
機
銃
の
射

手
と
し
て
、
こ
れ
に
交
戦
し
て
い
ま
し
た
。

「
大
和
」
は
残
念
な
が
ら
、
敵
の
魚
雷
攻
撃
を
片
舷
に
十
二

発
受
け
、
後
部
に
も
三
発
受
け
、
艦
が
傾
き
か
け
た
の
で
、
こ

れ
を
水
平
に
保
っ
た
た
め
、
反
対
側
に
給
水
し
て
水
平
を
保
つ

よ
う
に
し
た
の
で
す
。

そ
の
う
ち
、
格
納
庫
に
魚
雷
を
受
け
、
そ
の
た
め
艦
は
次
第

に
傾
い
て
、
遂
に
横
倒
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、

駆
逐
艦
が
横
付
け
と
な
り
、
司
令
部
員
た
ち
は
、
そ
の
駆
逐
艦

に
乗
り
移
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
司
令
部
員
は
助
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
こ
の
時
、
海
中
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
、
艦
が
沈
む
時
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
、

艦
と
い
っ
し
ょ
に
海
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
、

気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
、
気
を
失
っ
て
い
た
か
わ

か
ら
な
い
が
、
気
が
付
く
と
、
薄
暗
い
水
中
で
あ
り
、
ま
た
し

て
も
気
を
失
っ
た
。
だ
が
、
い
つ
浮
上
し
た
の
か
覚
え
て
い
な

か
っ
た
が
、「
大
和
」
が
沈
没
し
た
の
が
午
後
二
時
頃
で
、
私

が
駆
逐
艦
に
救
助
さ
れ
た
の
が
、
た
し
か
夕
方
で
し
た
。

海
上
特
攻
隊
は
「
大
和
」
以
下
六
隻
が
沈
没
し
た
た
め
沖
縄

突
入
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
海
軍
海
戦
総
覧
を
読
み
ま
す
と
、「
大
和
」
部
隊
の
最

後
は
大
要
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
艦
「
大
和
」
は
最
大
の
速
力
で
回
避
運
動
を
し
な
が
ら
対

空
射
撃
で
応
戦
し
て
い
た
が
、
後
部
マ
ス
ト
周
辺
に
爆
弾
一
発
、

左
舷
前
部
に
魚
雷
一
本
の
命
中
弾
を
浴
び
た
。

輪
形
陣
の
左
翼
、

駆
逐
艦
「
浜
風
」
が
爆
撃
さ
れ
て
航
行
不
能
と
な
り
、
さ
ら
に

魚
雷
命
中
で
炎
上
沈
没
し
た
。

そ
の
直
後
、
軽
巡
「
矢
矧
」
が
爆
弾
、
魚
雷
の
命
中
弾
を
浴

び
て
航
行
不
能
に
な
っ
た
。「
冬
月
」「
涼
月
」
も
被
弾
す
る
。



雷
撃
は
「
大
和
」
を
狙
い
続
け
る
。
攻
撃
は
左
舷
に
集
中
し
、

魚
雷
三
本
が
命
中
。
船
体
が
左
方
に
傾
斜
し
た
。
艦
の
水
平
を

維
持
す
る
た
め
右
舷
に
注
排
水
区
画
に
三
千
ト
ン
の
海
水
が
注

入
さ
れ
た
。
そ
し
て
午
後
二
時
頃
、
米
機
は
姿
を
消
し
た
。
だ

が
、
米
軍
の
攻
撃
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
十
数
分
後
、
再
び
百

機
を
超
え
る
艦
載
機
が
襲
っ
て
き
た
。「
大
和
」
は
傷
つ
い
た

巨
体
に
さ
ら
に
左
右
両
舷
か
ら
三
本
の
魚
雷
を
受
け
、

そ
の
上
、

急
降
下
爆
撃
に
よ
る
爆
弾
も
三
発
命
中
、
さ
し
も
の
「
大
和
」

も
大
き
く
左
舷
に
傾
き
始
め
た
。

も
は
や
沖
縄
へ
の
到
着
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
長
官
か

ら
『
潔
く
撤
退
し
事
後
の
作
戦
に
万
全
を
期
せ
、
幕
僚
は
「
冬

月
」
に
移
乗
し
、
残
存
艦
を
指
揮
し
、
生
存
者
を
救
出
し
て
帰

投
せ
よ
。
…
…
』

ス
ピ
ー
カ
ー
は
「
総
員
最
上
甲
板
に
集
合
」
を
命
令
し
て
い

た
。
艦
内
の
惨
状
は
想
像
す
る
に
余
り
あ
る
。
直
後
、「
大
和
」

は
堪
え
き
れ
ぬ
よ
う
に
転
覆
し
た
。
…
…
目
的
地
、
沖
縄
ま
で

の
約
半
分
の
行
程
で
あ
っ
た
。
艦
上
及
び
艦
内
で
の
戦
死
者
は
、

乗
組
員
二
千
七
百
六
十
七
人
中
、
二
千
四
百
九
十
八
人
と
い
わ

れ
る
。

と
あ
り
ま
す
。

海
上
特
攻
隊
は
「
大
和
」
を
含
む
六
隻
が
沈
没
し
、
沖
縄
突

入
は
中
断
さ
れ
、
陸
軍
部
隊
の
総
攻
撃
も
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
内
地
に
着
い
て
、
陸
戦
隊
第
二
十
三
大
隊
第
二

中
隊
第
四
分
隊
の
下
士
官
と
し
て
呉
周
辺
で
訓
練
等
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
。

私
は
八
月
六
日
午
前
八
時
十
五
分
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原

爆
の
救
急
業
務
に
従
事
す
る
た
め
同
日
午
後
、
呉
よ
り
広
島
に

向
い
海
田
市
ま
で
列
車
で
、
あ
と
は
歩
い
て
広
島
に
入
り
、
死

体
処
理
等
に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
鉄
道
復
旧
作
業
に
当

た
り
、
四
日
後
に
初
列
車
を
動
か
し
呉
に
帰
っ
た
。

八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
そ
の
日
よ
り
一
週
間
余
、
部
下

十
人
余
を
引
率
し
て
長
島
波
止
場
の
整
備
に
従
事
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
庄
水
源
地
の
警
備
に
当
た
り
、
十
月
に
復
員
し
て
、

付
知
の
家
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
、
戦
艦
「
大
和
」

、

二
百
六
十
余
人
生
存
者
の
一
人
と
し
て
、
今
日
ま
で
生
き
続
け

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
幸
せ
と
思
い
、
ま
た
、
沖
縄
特
攻
な

ら
ず
戦
没
し
た
「
大
和
」
隊
戦
友
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
切
な
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。




